
北海道の測量会社・株式会社BMフィー
ルドは、2019年、GNSS RTK ローバー
「Leica GS18 T」を導入。集中力を要す
る整準作業をすることなく、ポールが傾い
ていても正しく測量ができるGS18 Tの特
長を最大限に生かして、高さ1メートルの
用水路、広さ10haの原野、土石流発生直
後の崩壊地など、多種多様な現場で活用
している。さらに2020年には、GNSS受
信スマートアンテナ「Leica Viva GS16」
を固定局として用いることで、最低人員で
RTK測量もできる体制を整えた。GS18 T

は、測量現場での作業効率アップ、コスト
削減などの効果をもたらすとともに、これ
まで以上に過酷な条件下でのGNSS測量
を可能にして、測量作業効率化の可能性
を大きく拡大した。

複数の衛星を駆使するGNSSで
VRS測量をパワーアップ

札幌市に本拠を置くBMフィールドは、青
山友和氏を代表取締役社長とする個人運

営の測量会社である。
「北海道をはじめ、道内の市町村、国土交
通省北海道開発局など、官公庁の仕事が
中心で、当社への直接の発注者は、建設コ
ンサルタント、測量会社などです」と青山
氏は紹介する。
畑地面積把握や土地改良計画を目的とする
「農業測量」と、土砂崩れ等の状況を把握
して復旧計画を立てるための「防災測量」
を多く手掛けており、「農業に強い測量会
社」、「山林の中や、斜面のきつい崖でも任
せられる経験豊富な会社」という評価を得
てきた。
測量機器は、2008年に独立する前に勤め
ていた会社時代から、ライカジオシステム
ズ製品を採用している。
「以前の会社で測量機器の具合が悪くなっ
たとき、『同クラスで最も耐久性に優れたも
の』という観点で比較選定して以来ずっと、
頑丈で信頼性の高い測量機器としてライカ
ジオシステムズ製品を使っています。今で
もしょっちゅう雨に濡らしたりしていますが、
ライカジオシステムズ製品はびくともしま
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GNSSを適用できる現場が大きく拡大

青山友和氏は、VRS/RTKを含めて、GNSS測量のノウハウを積み重ねてきたGNSSのスペシャリストだ。
見通しがきかない場所、迂回しなければならない場所、機器が重くて移動が不自由な場所などは、
たとえ枝の生い茂ったヤブの中でも、トータルステーションよりGNSSのほうが効率よく測量できると語る。
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企業名
株式会社BMフィールド

主な使用目的
現場の作業をもっと効率よく、高速・短時間
で行いたいとGNSSを導入。さらに、現場に
高低差があったり、急な斜面だったり、木が邪
魔をしているなどの悪条件があっても、GNSS

測量を着実に行いたい。

主な使用機器
Leica GS18 T

Leica Viva GS16

主なベネフィット
作業効率が上がった
GS18 Tはトータルステーションよりも機動
力があり、足場が悪い、見通しがきかないな
どの現場でも、効率よく測量できる。しかも
傾けても計測できるため、GNSS測量の現
場作業がすばやくできるようになった。
コスト削減、利益増大
トータルステーションを使わずに、最低人員
で計測できる現場が増え、人件費やコストを
削減できた。
現場作業の時間が大幅に短縮できて、従来
の2倍、3倍の仕事を請け負うことができる
ようになり、利益増につながった。
測量案件が増えた
GS18 TはGS16を組み合わせてRTK測量
ができるため、携帯電話が圏外でWiFiがつ
ながらないなどの悪条件の場所でもGNSS

測量が可能になった。
GS18 Tは、より多くの測位衛星からの信号
を高い感度で受信できるため、測位できるエ
リアが広がった。
GS18 Tを使いこなし、「GNSS測量に強い
会社」として知られるようになり、顧客層も
広がり、他社差別化につながった。



せん」と青山氏はにっこりする。
会社を設立してからも、ライカジオシステム
ズのトータルステーションやGPS測量機を利
用してきたが、2015年、初めてのGNSSシ
ステムとして「Leica Viva GS08plus」を導
入した。
それ以前からGPSを使ってVRS※1/RTK※ 2

測量に取り組んでいたが、1 種類の衛星だけ
では場所や時間帯によってうまく受信できな
いこともあって使いづらかった。複数の衛星
を使うことで、VRS 測量を適用できる現場を
広げたいという思いで、GNSS受信アンテナ
の導入に踏み切ったのだ。
「導入してすぐ、これはすごいと実感しました」
と青山氏。
GS08plusは、米国のGPSに加えてロシア
の測位衛星「GLONASS」を受信でき、木の
枝や電柱で電波がさえぎられるのではないか
など、ほとんど心配する必要がなくなった。現
場での作業効率が大きく向上したのである。

250回の用水路の上り下りを
省略できたGS18 T

GNSS関連の技術は、急速に進歩している。
2019年、青山氏は展示会で、ライカジオ
システムズの新製品・GNSS RTK ローバー
「Leica GS18 T」に出会った（以下、「GS18 

T」と表記）。GS18 Tの「T」は、Tilt（傾き）
のTだ。
「ポールを傾けても正確に測れる、しかもキャ
リブレーション（傾き補正）不要で、磁気の影
響による誤差が生じない――という説明を聞
いて、これだなと直感しました。ちょうど、うっ
てつけの案件に取り組むところだったからで
す」と青山氏。
その現場は、1メートル以上の高さがある農
業用水路だ。
従来であれば、ハシゴを用いて1メートル高
低差の「上ったり下りたり」を繰り返す必要
があった。測定するときはポールを立てて気
泡とにらめっこして正しく整準する必要があ
り、次の地点に移動する際に水路の上を歩く
わけにはいかないため、測量機を持って下に
移動し、次の地点でまた上って同じ作業を繰
り返さなければならない。約5キロメートル
の用水路を20メートル間隔で測量するのだ
から、上り下りを250回繰り返すことになる。
非常にタフな作業だ。
「GS18 Tを使ってみて感動しました。ポール
が斜めでも測量できるので、水路に上がる必
要がない、気泡管を気にする必要もない。作

業前に行うキャリブレーション（方位の再設
定）のめんどうな作業もまったく不要。現場
作業は圧倒的に短時間でできるのに、成果
は変わらないのです」と青山氏。
上空の視界が限られた場所、広いヤブの中
など、従来機器では測れなかった場所も測
定できた。受信できる測位衛星に欧州連合の
「Galileo」が加わったうえに、解析能力が
目に見えて向上したと青山氏は感じている。
GNSS技術の進化はさらに続く。
BMフィールドは 2020年、GNSS受信ス
マートアンテナ「Leica Viva GS16」（以下、
「GS16」）を導入して、最少人数でRTK測
量ができる体制を整えた。
「VRSは、WiFiがつながらない現場では使
えませんが、RTKであれば、WiFi環境を気
にする必要がありません。GS16を上空視界
の良好な場所に設置して固定局としておけ
ば、GS18 Tは枝の生い茂ったヤブの中に持
ち込んで行っても、RTK測量がうまくできま
す」と青山氏は説明する。
通信費を節約できるのもRTKのメリットだ。
現在では、GNSS測量案件の 8～ 9割に
RTKを使っている。
「VRSとRTKを合わせて、GNSS受信アン
テナを適用できる範囲が大きく広がりました」
と青山氏は語る。

草木の生えた原野も
RTKなら最低人員で測量完結

GS18 Tが威力を発揮した現場をさらに3例
紹介しよう。

第 1は、ゴミ処理場を新設するために、
10haの原野を測量した案件。納品物は、平
面図と縦・横断図である。
「生い茂ったヤブのまっただ中で、トータルス
テーションと三脚を運んで設置するだけでも
非常に大変だと予想されました」と青山氏。
トータルステーションであれば、現地作業は
4人で1カ月かかると見積もられた。草切り
班が2人、測量班が2人で、合計4人だ。
「見通しをさえぎる背が高い草は、草切り班
が切りますが、切った草で地面が見えないと
測量ができないので、草や葉っぱを片づける
時間も必要になります。わたし以外に3人の
人間を1カ月間確保するとなると、人件費が
かかりますし、出張費、移動費も相当な金額
にのぼります」と青山氏。
ところがGNSSにすれば、草切り作業は不
要だ。ただし、ヤブはかなり深い。いろいろ
検討したが最終的に、青山氏はRTKを駆使
して、1人 10日間で10haの現地測量を完
了した。
「林の中なので、少しでも高い位置で衛星の
信号を受けるために、長さ6メートルの市販
品のポールを使うなどいろいろ工夫をしまし
たが、現場作業そのものはトータルステー
ションに比べて6分の1程度のコストで抑え
ることができ、顧客からも喜ばれました」と
青山氏は言う。
青山氏にとっても、従来なら30日間拘束さ
れる仕事を10日で迅速に完了させて、次の
仕事に取りかかれるという効果は大きい。
第2の案件では、暗渠の工事計画を作るため
に、対象となる畑地の勾配をきめ細かく図示

※1  VRS : 仮想基準点方式（Virtual Reference Station）
※2  RTK : リアルタイム・キネマティック（Real Time Kinematic）

10haの原野を1人で測量した後、計測データを測量CADシステム「TREND-ONE」（福井コンピュータ株式会社）に取り込んで
作成した平面図。平面図の縮尺は1/250、1/500など現場によるが、これは1/1000



する必要があった。
「広い畑の上を20m間隔で測量しながら歩
いていきましたが、さえぎる樹木も電柱もな
いので、GNSSの威力がストレートに発揮さ
れた現場です」と青山氏は楽しげに語る。
第3の案件、これは防災測量で、崖崩れを防
ぐ「土留め柵」の補強工事をするための現況
把握が求められた。
「高さ15mほどある急な斜面で、土留め柵
の長い棒がたくさん立ててありますが、上
のほうほど老朽化して斜めに傾いています。
『GS18 Tがなくて、斜め測量のできない状
態だったら、お手上げだっただろう』と思った
くらい足場の悪い現場でしたが、無事に現場
作業をして、詳細な平面図・横断図を納品す
ることができました」と青山氏。
災害復旧測量では、維持されている正常な
所と崩壊した所の「境界」を明確にするこ
とが求められるため、傾いても測量できる
GS18 Tが非常に役に立った。

TSが使えない現場より
GNSSが使えない現場ははるかに少ない

現在、青山氏は地形測量（路線測量含む）で
は、GNSSが使える限りはGS18 Tを最優先
で使い、GNSSができない場所でのみトータ
ルステーションを使っている。
「あくまでも現場の状況次第です。たとえば、
青森県のスギ林のときは、背の高い木が密集
していてGNSSは使えませんでした。そこで、
VRSでいくつか基準点を落としてから、あと
はトータルステーションで測っていくしかあり
ませんでした」と青山氏。
しかし通常は、「トータルステーションでは測
りにくいが、GS18 Tなら測れる」というケー
スが多いという。
「見通しがきかない場所、迂回しなければな
らない場所、機器が重くて移動が不自由な場
所などは、GNSSがお勧めです。『木が生え

ているからGNSSが使えない』という方は、
RTKを試していただきたい。もちろんミリ単
位の精度が要求される現場ならトータルス
テーションを使いますが、要求精度1～2セ
ンチの現場なら、迷わずGNSSを使います」
と青山氏は言う。
測量後のオフィス作業も、GNSSはさほど複
雑ではない。
測量現場では、GS18 T とコントローラー端末
の「Leica CS20」に搭載されている3次元の
フィールド・ソフトウェア「Leica Captivate 

ソフトウェア」（以下、Captivate）を活用。
オフィスに戻ったら、地理空間データ処理用
ソフトウェア「Leica Infinity ソフトウェア」
（以下、Infinity）を使って計測データをパソ
コンに取り込み、測量CADシステムで平面
図、縦・横断図を作成する。
トータルステーションの場合は、測量CAD

へダイレクトに計測データを取り込むため、
作業工数はワンステップ少ない。しかし、
Captivateおよび Infinityのソフトウェアに
対する青山氏の評価は高い。
「現場で使うCaptivateは、ポールの正確
な位置と傾きを常に把握することができて
便利。画面上の3Dビューワの表現も、太陽
マークや色表示などいろいろあってわかりや

すい」と青山氏。
特に気に入っているのは、次の杭打ち点を画
面上に矢印で示してくれるナビゲーション機
能で、その方向通りに歩けば容易に測点へ
たどり着く。視覚的・直感的で作業しやすく、
特に横断方向へ移動するときにとても助かる
という。
「Infinityのほうは、他社の解析ソフトと比
べて自由度が高く、応用がきくのが魅力です。
たとえば、仰角 /俯角、衛星を使う/使わな
いなど、細かく設定を変えられるため、『これ
でだめならこっちで試そうか』などと試行錯
誤して計測データの解析ができます。実は、
Infinityの柔軟性のおかげで、現場測定のや
り直しに行かなくて済んだことがたくさんあ
るのですよ」と青山氏は語った。

現場作業の時間短縮、コスト削減、
競争力アップに大きな成果

BMフィールドにおけるGS18 Tの導入効果
は、2つの方向で考えることができる。
1つは、最新技術によって、GNSSを適用で
きる現場が広がったことだ。
GS18 TはGS16を組み合わせてRTKがで
きるため、WiFiがつながらないなど悪条件

ヤブの中で高いポールを使った計測時の様子（左）と、3次元のフィールド・ソフトウェア「Leica Captivate ソフトウェア」の画面（右）。
Captivateの3Dビューワ画面は、地面に置いたポールの先端からアンテナまでの正確な高さや位置と傾きをわかりやすく表示し
ており、使いやすい

■GS18 T計測後のデータ処理の流れ

※「TREND-ONE」は福井コンピュータ株式会社の製品です

GNSS RTK ローバー
「Leica GS18 T」

3次元のフィールド・ソフトウェア
「Leica Captivate ソフトウェア」

座標を測定しデータを取得

（内蔵ソフトウェア）

GNSSシステムの計測データをPCに取り込み、
管理・処理・分析・品質チェック

地理空間データ処理用ソフトウェア
「Leica In
nity ソフトウェア」

座標データをトレースして
平面図、縦・横断図を作成

測量CADシステム
「TREND-ONE」



にある現場でも、GNSS測量を行えるように
なった。また、補正情報配信サービス会社の
対応により、受信できる測位衛星の種類も拡
大し※3、データ解析能力進化との相乗効果
で、VRSもパワーアップした。
GNSSはもともとは、足場が悪い、見通しが
きかないなど、トータルステーションを使い
にくい現場で用いられていたわけだが、現在
のBMフィールドではGNSSが主役であり、
GNSSを適用できない現場だけトータルス
テーションを用いるという形へと、優先順位
が入れ替わっている。

GNSSの多用により、BMフィールドは最低
人員で計測できる現場を大きく増やした。草
切り班をはじめ、現場測量の補助者を頼まず
に作業完結できる仕事が増加したことは、コ
スト削減につながっている。
もう1つの効果は、現場での作業効率アップ
である。
ポールの垂直維持に気を使うことなく高速に
測量ができて、現場での作業工数は大幅に
軽減された。
「GS18 Tの製品紹介には『作業生産性が2

割アップ』と書いてありますが。2割なんても

のではありません。30日かかるはずの案件
が10日で完了したことでもわかるように、2

倍、3倍の仕事ができるようになりました」と
青山氏。利益増大ももたらしているのである。
また、他社差別化の効果も見えてきた。
VRSもRTKも効率よく行い、木が生えてい
るなどの悪条件があってもこれを「障害」と
することなく、効率よく確実にGNSSを実行
できるノウハウを身につけたBMフィールド
は、顧客からの評価が高い。全国規模の大
手建設コンサルタントから、青森、岩手など、
北海道外の仕事を依頼されることも増えてい
るのだ。
次の一手として、青山氏は、2020年9月に
発売された、ビジュアルポジショニング機能
を備えたGNSS受信アンテナ「Leica GS18 

I」に注目している。
「今はあきらめている悪条件でのGNSS測量
が、もっとできるようになるといいと、いつも
考えています。『写真から点の座標がとれる』
というのは、その解決策のひとつでしょう」と
青山氏は力強く語る。GNSS測量技術のさら
なる進化と可能性に、大きな期待を寄せてい
るのである。

〒108-0073  東京都港区三田1-4-28  三田国際ビル18F
Tel: 03-6809-3901
www.leica-geosystems.com

※3  VRS方式で使用可能な補正情報配信サービス会社の対応衛星は、GPS（米国）、GLONASS（ロシア）、Galileo（欧州連合）、QZSS（日本）の4種類。
 Beidou（中国）は未対応（2020年12月現在）だが、GS18 Tは、RTK方式ではBeidouも利用可能。

■10haのごみ処理場用地の測量作業工数の比較

トータルステーション使用時の工数見積もり

草切り班2人 測量班2人

4人×30日＝ 120人日

GNSS測量で実際にかかった工数

GNSS測量1人

1人×10日＝ 10人日


